
 

 

 

ＮＰＯ法人不登校情報センター 

訪問サポート部門トカネット・代表藤原宏美 

下記の予約先 

E-mail／tokanet1998-lucky-chance@docomo.ne.jp （藤原）／ 090-4953-6033（藤原） 

         

不登校・ひきこもりの個別相談 行なっております 

（予約制・ご相談料金３０００円です。） 

訪問サポート(メンタルフレンド ・同行援助） 説明日   
 

◆３月１２日(土) １０時～ ・ ◆３月１９日（土） １４時～ 

(無料/保護者様対象で、お一人でも行います。/お子様の年齢１０代～４０代) 

 

皆様、こんにちは。 ３月になり、少しずつですが春が近づいてきましたね。 

今の時期、進学・進級の問題で、１０代のお子様についてのご相談がとても多いです

が、１０代だけでなく、２０代、３０代、４０代、以上の人たちが、社会とつながれない、

働けない、そういう状態を日々見てきおります。 

家族側のご心配、本人側の気持ち、どちらもわかる立場におりますが、やはり家族以

上に本人たちが、一番苦しくて、不安に思っていると思います。自分の事だからです。 

いつも思うのですが、 私たちは誰にでも、どうしても嫌な事やできないことがあります。 

たとえば歌が苦手な人が、無理やりカラオケに連れていかれて、みんなの前で歌えと

言われても歌えないでしょうし、 そういう状況に対して怯えや恐怖になってしまうと

思います。 

どうしても出来ないことを、やりなさい、やらないのは間違っていると、追いつめること

で逆効果になってしまいます。 学校に行けない、働けない人にも、本人には訳があり

ます。 ものすごく人が怖いのかもしれないし、全く自分を肯定できないのかもしれま

せん。 まずは、どうしたいか、どんな事ならできるか・・・ゆっくりと聞いてあげることか

らだと思います。 安心して話せる人が近くにひとりいれば道は開けます…。 

ポラリス通信 
～不登校・ひきこもりの対応ニュース～ 

～３８号－２０１６年３月１日発行～ 

＊１０代、２０代、３０代以上の不登校・ひきこもりの方の社会参加を考える NPO法人です。 



メンタルフレンド・力          ご家族からの具体的な質問（１２回目） 

【トカネットは１０代から４０代くらいの方への訪問サポートをしております。】 

 

〔質問１９〕一人住まいでひきこもり的な１７歳です 

１７歳の息子は人間関係が苦手で、中２から不登校になりました。家の中にいても、物を壊したり、

けんかが絶えませんでした。３か月前から本人の希望でアパートを借りて一人暮らしをしています。 

最初は高卒認定試験の勉強をするといっていましたが、すぐに挫折してしまいました。１週間に１

度母親が食料品を届けに行っておりますが、会うたびに顔色が悪く、目つきも鋭くなっています。ア

パートから一歩も外に出ず、一日中家の中でゲームをしているようです。親とは必要最小限の会話

しかしません。息子のところへフレンドメンタルフレンドに訪問してもらいたいと思うのですが、親が

行くときでも、本当に親だとわかるまで絶対にドアを開けません。どうしたらいいでしょうか。 

（お答え）まずは親子間のコミュニケーションの回復が出発になります。 

ひきこもり状態の子どものほとんどが他人に会いたがりません。アパートで一人暮らしの場合、メ

ンタルフレンドが訪問してもドアを開けて会うという可能性はきわめて少ないと思います。 

このケースの場合、他人と関わるという以前に、家族との交流が少ないことのほうが心配です。

家族と一緒に暮らしている場合は、例え自分の部屋に閉じこもっていたとしても、お風呂やトイレな

ど共有の場があるので何らかの形で家族の気配を感じていられます。家族の話している声も聞こえ

るので、まったく会話がない状態でも心のどこかで安心している部分があるはずです。 

アパートに一人でひきこもっている状態が長引けば、不安や孤独から自力で抜け出すことはます

ます困難になっていきます。その状態から明るい希望が見えてくるとは思えません。顔色や目つき

が悪くなってきているというのが気になります。たとえけんかをして暴れても、まず自宅に戻すことを

お勧めします。そして、時間をかけてまず親子のコミュニケーションをつくるようにしてください。そう

なればメンタルフレンドの訪問も可能になると思います。 

 

〔質問２０〕メールや文通でのサポートを望んでいます。 

中１の娘ですが、対人関係が苦手で、他人と話すと緊張してしまい、２か月前から不登校になりま

した。学校へはもう戻りたくないといっていますが、一人でずっと家にいるのも不安なようで、パソコ

ンのＥメールまたは文通の形で話せる人をほしがっています。そういったサポート活動もあるのでし

ょうか。 

（お答え）毎回訪問してドア越しにあいさつをします。そこで交換ノートを書きます。対人恐怖や強い

緊張などは、不登校・ひきこもりの人によく見られるケースです。直接人と会って話すのはいやだけ

れど、メールや手紙で自分の気持ちを誰かに受け止めてほしいという人は多いと思います。ただメ

ールや手紙では、なかなかその先に進みづらいです。文章上だけの関係では、重い相談などの返

信に困ることもあります。 

この場合は、とりあえず訪問して、会えなくてもドア越しにこんにちはと声掛けをして、交換ノート

をつくりお互いに書き込むことをします。そして、また来るね、さようなら、とあいさつをして帰ります。

この形を繰り返しているうちにあいさつを返してくれるようになる可能性が生まれます。 

人と関わるということは、相手の声や表情、雰囲気、笑顔などを直接肌で感じ取ることです。そこ

で心の交流が生まれるからです。そういった交流につなげるためにも、手紙とメールの形にしない

ほうがいいです。少しずつ人に対して安心できるようになっていくことで、対人恐怖や脅迫感はだん

だん薄らいでいきます。そして時間をかけて直接会える形につなげていくことがいいと思います。 



ネットをしているだけで外への関心がない 

松田武己 

 

 

親からの引きこもっている子どもの相談です。息子はネットかゲームをして

いて、それが外への関心を失わせているという趣旨の話をよく聞きます。 

これでは手の打ちようがない、ひきこもりから抜け出す手掛かりがない…と

続きます。聞いていると確かにどうすれば、どこから手を付ければいいのか皆

目わかりません。 

まずはこの判断から見ていましょう。「ネットかゲームをしている」ことに

対する否定感があります。親世代に、特に母親世代にパソコンの理解が薄いこ

とに関係します。 

「パソコンで何をしていますか、何を見ていますか」と聞いても「わからな

い」「何をやっているのか…」という返事が多いです。パソコンをよく知らな

いから、やむを得ない面があるのでしょう。知らないうちに親はそれとは別の

ところに解決の道があると思うのです。 

そうすると親の理解や思いに沿って何とかしようとすることは、もともと無

理があるのです。親と子の関心や方向がすれ違います。そこまで立ち返って事

態を考えるのです。 

 

パソコンやインターネットは現在すでに社会生活にとって必要不可欠なも

のです。これは若い世代ほどはっきりしています。日常生活はもちろん、販売

やサービス業のようなパソコンとは関係しないような仕事にまでついて回り

ます。それは「読み書き計算」以上に使われています。 

その活用範囲が広いことが「わからなさ」の原因にもなっています。どの部

分をよく利用しているのかの個人差が大きいのです。「何を見ているのか」の

個人差に手掛かりがあります。 

文章を書く人（詩、手紙、小説、ブログ）は、それが人や社会とつながる材

料です。ゲームをしているなら、それが人とつながり、自分の関心を伸ばし、

ときにはパソコンの技術的なことを身につける材料です。事件やニュースに関

心を持つ人、ネット情報の中の哲学的な思索を読み続ける人、芸能関係をよく

見ている人……実にいろいろな使われ方をしています。その使い方の中に引き

こもっている人の関心や特質が表われます。 

ゲームに使う人が多いのは確かでしょう。これは意外と対人コミュニケーシ

ョンの機会になっています。見ているので多いのは動画サイトです。これも何

をよく見ているのかが左右しますが、単純に否定的なものと判断できません。 

全体的には気分転換、楽しみとか、コミュニケーションの機会になっており、

精神衛生上きわめて大事な役割をしています。これらがその人の日常生活のベ

ース、日常生活そのものです。 

 

 



 

人とのつながり、社会とのかかわり、言いかえると引きこもりからの脱出は、

この日常にヒントがあります。ベースがあるから上に築くことが可能です。し

かし、「パソコンをしているだけ」の見方はこのベースを見過ごしています。 

 

３０代以上になっている引きこもりへの対応を考えるときは、特に個別性が

重視されなくてはなりません。パソコンやネットで「何をしている・見ている」

を知らなくなくてはなりません。それが本人の関心・興味につながるからです。 

親世代に「パソコンで何をしていますか、何を見ていますか」と聞いて、「わ

からない」というのはここがわからないことになります。引きこもっている人

の日常生活の最も肝心な興味・心がつかめないのでは、対応に手掛かりがつか

めないのは当然なことです。 

ではどうするのか。親世代が子どものパソコン生活を否定的に見る姿勢をい

ったん停止することです。よくわからないけれども理解しようするのがいいの

です。子どもの将来を案ずるよりも、子どもの現在の関心を知ることです。 

父親のなかには多少ともわかる人がいますので協力を頼む方法もあります。

父親の出番ということもあるでしょう。それは母にとっても父にとっても難関

かもしれません。すべてを合格点レベルにできるとは思えませんが、引きこも

っている子どもとの関係を変える可能性はでてきます。 

 

私は引きこもっている人を訪ねています。初めは何に関心を持っているのか

を知ろうとします。しかし初めから自分の関心やしていることを話そうとはし

ません。誰でも初めてあった人にそういう話はしないものです。 

私も初めから引きこもりから抜け出す方法は話せません。相手が何をしよう

としているのか、何に関心を持っているのか、それを知らなくては何もできま

せん。関心やしていることに即した「私にできること」を提示できるだけです。 

この人に話してみようかと思える関係づくりが先です。訪問では話すよりも

聞くことが先です。訪問し始めると親からはすぐにでも家から外出するように

誘ってくれると期待されることもあります。しかし、そうはいかない理由はわ

かってもらえるでしょうか。強引な外出策など問題になりません。話してみよ

うと思う関係づくりが第一です。信頼されるのが最優先です。その後は、別の

テーマになります。 



   ◆今後のお知らせ 

●NPO法人不登校情報センター 

●訪問サポート・トカネット 

 

【発行元】 ポラリス通信編集部 

〒132-0035 東京都江戸川区平井 3-23-5-101 

連絡先・予約先 

TEL／03-5875-3730／090-4953-6033（藤原） 

E-mail／tokanet1998-lucky-chance@docomo.ne.jp 

URL／http://www.futoko.info/tokanet/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎上記は、全て予約制です（連絡先は下記まで）。 

◎場所： NPO 法人不登校情報センター（ＪＲ総武線「平井」駅南口・徒歩５分） 

◎地図は、下記のホームページ（URL）をご参照ください。 

（１）訪問サポート(メンタルフレンド・同行援助）説明日 

 

★大学生や社会人による、不登校やひきこもりの人への訪問サポート(メ

ンタルフレンド・同行援助)を１９９８年から行っています。 

サポーターとかかわることで、どのように学校や、就労を含めた社会参

加につながっていくのかを中心に説明を行います。 

＊日時：３月１２日（土）１０時～・３月１９日（土）１４時～ 

＊対象：親ご様(お子様年齢１０～４０代) 

★お一人でも行います。 

（３）「大人のひきこもりを考える教室」 

＊日時：３月 １３日（日）、１３時～１５時。 

＊参加費：お一人 500円。 

＊対象：３０代以上のひきこもりのご家族・経験者・学びたい人。 

 

（２）不登校・ひきこもりの親の会 

●何が子供におきているのか。●親が出来る事。●安心出来る人間関係を

作っていくこと。●モチベーション・自己肯定感を上げていくこと。●学校復帰・

バイト・友達づくりなどの社会参加につなげていくこと・・・など複数の専門家と

一緒に考えていきます。 

＊日時：３月 ２６ 日（土）、１３時～。 

＊参加費：お一人 500円。 

＊対象：１０代および２０代の子供の親 ・体験者 ・学びたい人 

 

 

 


